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古
来
、
一
般
に
東
南
ア
ジ
ア
は
、
虎
の
棲
息
・
野
生
す
る
地
域
と
し
て
知
ら

れ
、
ベ
ト
ナ
ム
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
杉
本
直
治
郎
氏
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
仏
教
界
で
は
、
中
国
や
天
竺
に
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国

よ
り
天
竺
に
至
る
地
域
に
も
、
所
々
に
虎
が
棲
息
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
人
畜

の
害
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
漠
然
と
信
じ
ら
れ
、
代
々
語
り

継
が
れ
て
き
た
。
か
の
真
如
親
王
の
い
わ
ゆ
る
虎
害
遭
難
伝
説
も
、
か
か
る
東

南
ア
ジ
ア
観
を
前
提
に
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

近
代
以
降
の
日
本
人
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
偏
見
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
人
び
と
に
恐
怖
心
を
与
え
る
虎
の
存
在
も
ま
た
、
こ

の
偏
見
を
増
幅
さ
せ
る
一
因
で
あ
っ
た
。
虎
の
棲
息
す
る
地
域
に
住
む
人
び
と

が
、
こ
の
野
生
動
物
と
い
か
に
た
た
か
っ
て
き
た
か
に
目
を
向
け
ず
、
そ
し
て

彼
ら
が
、
こ
の
過
酷
な
自
然
条
件
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
知
恵
を
生
み
出
し
、

こ
れ
に
か
か
わ
る
思
想
や
宗
教
を
有
す
る
に
至
っ
た
か
を
深
く
考
え
、
知
ろ
う

と
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
「
文
明
」
を
価
値
判
断
の
尺
度
と
し
た
日
本
人
は
、
こ
の

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
てよ

う
な
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を
「
遅
れ
た
」
地
域
、
「
未
開
」
、
「
非

文
明
」
の
世
界
と
し
て
捉
え
る
意
識
傾
向
が
強
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
な
か
で
虎
が
数
多
く
棲
息
し
、
そ
の
害
を
し
ば

し
ば
被
っ
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
、
す
な
わ
ち
虎
害
と
、
虎
を
め
ぐ

る
若
干
の
問
題
点
を
考
察
す
る
。
こ
の
論
稿
に
お
い
て
、
虎
と
い
う
野
生
動
物

と
た
た
か
い
な
が
ら
、
そ
れ
と
の
共
生
を
図
っ
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
民
族
と
諸
王

朝
の
歴
史
を
跡
付
け
、
そ
の
過
程
で
論
議
さ
れ
た
諸
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
が
、
虎
の
棲
息
地
域
に
居
住
す
る
人
び
と
の
生
き
ざ
ま
を
歴
史

的
に
回
顧
し
、
当
の
民
族
の
歴
史
と
文
化
の
一
側
面
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
『
大
越
史
記
全
書
』
（
『
校
合
本
・
大
越
史
記
全
書
』
）
、
『
欽

定
越
史
通
鑑
綱
目
』
、
『
大
南
篁
録
』
、
『
欽
定
大
南
会
典
事
例
』
の
書
名
を
便
宜

上
、
『
全
書
』
、
『
綱
目
』
、
『
嘉
録
』
、
『
事
例
』
と
略
記
す
る
。

一
ベ
ト
ナ
ム
人
と
虎

ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
、
虎
ゴ
グ
の
名
、
言
目
は
悪
い
勢
力
の
象
徴
で
あ
り
、

片
倉

穰

一
ハ
ー
ニ
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人
び
と
に
恐
怖
心
を
与
え
、
有
害
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
勇
力
の
象
徴

で
あ
り
、
か
つ
信
仰
の
対
象
と
も
な
る
動
物
で
あ
っ
た
。

虎
が
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
日
常
的
に
か
か
わ
る
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
動
物
に
関
す
る
説
話
や
諺
の
類
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
そ
れ
を

２

如
実
に
示
す
が
、
例
え
ば
、
『
嶺
南
披
怪
列
伝
』
巻
一
、
鴻
彪
伝
に
「
国
初
衣
食

未
足
、
以
木
皮
為
衣
、
…
：
・
架
木
為
屋
、
以
避
虎
狼
之
患
」
と
あ
り
、
家
屋
を

造
る
こ
と
と
虎
狼
の
患
を
避
け
る
こ
と
と
が
深
く
関
連
し
て
い
た
と
い
う
伝
承

が
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
に
も
、
そ
の
一
斑
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

虎
の
勇
力
と
虎
へ
の
恐
怖
心
は
歴
代
の
王
朝
権
力
に
よ
り
政
治
的
に
利
用
さ

れ
た
や
虎
の
威
を
借
り
て
威
嚇
を
示
す
た
め
に
、
軍
隊
と
か
将
軍
の
呼
称
に
虎

の
名
を
付
し
た
り
、
虎
の
形
を
模
し
た
戦
艦
を
建
造
し
た
り
し
た
が
、
『
全
書
』

本
紀
、
巻
一
、
丁
紀
、
先
皇
帝
、
戊
辰
元
年
（
九
六
八
）
に

帝
即
位
、
…
…
日
大
勝
明
皇
帝
、
帝
欲
以
威
制
天
下
、
乃
置
大
鼎
於
庭
、

養
猛
虎
子
鑑
、
下
令
日
、
有
違
者
、
受
烹
噛
之
罪
、
人
皆
畏
服
、
無
有
犯

者

③

と
あ
る
の
は
、
人
び
と
の
虎
に
対
す
る
恐
怖
心
を
、
王
権
が
自
ら
の
政
治
支
配

の
た
め
に
利
用
し
た
典
型
的
な
事
例
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
及
び
そ
の
近
隣
地
域
で
は
猛
虎
崇
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
。

周
知
の
ご
と
く
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
と
も
に
日
月
星
辰
・
植
物
．

動
物
な
ら
び
に
物
体
を
霊
物
視
す
る
思
想
が
あ
り
、
虎
の
恐
る
べ
き
威
力
の
な

か
に
、
人
び
と
に
災
厄
を
も
た
ら
す
精
霊
を
防
ぐ
魔
力
を
見
出
し
、
虎
を
神
と

し
て
崇
敬
す
る
信
仰
が
存
在
し
た
。
虎
は
恐
る
べ
き
動
物
で
あ
る
と
同
時
に
超

絶
的
な
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
精
霊
の
功
徳
を
有
す
る
動
物
と
信
ぜ
ら
れ
、
し

ば
し
ば
人
に
化
身
し
、
悪
鬼
を
捕
え
、
病
魔
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
動
物
で
も

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

二
『
国
朝
刑
律
』
の
虎
に
関
す
る
諸
条
文

虎
が
イ
ン
ド
シ
ナ
全
域
に
わ
た
っ
て
棲
息
し
、
好
ん
で
人
に
襲
い
か
か
っ
て

き
た
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
前
節
で
も
例
示
し
た
ご
と
く
、
黎

代
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
、
虎
の
棲
息
を
記
し
た
文
献
を
探
し
出
す
の

は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
『
安
南
志
略
』
巻
一
五
、
物
産
の
条
に
は

虎
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
『
安
南
志
原
』
巻
一
、
土
産
、
獣
の
条
の
ほ
う
に

六
四

４

あ
っ
た
。
民
衆
の
な
か
に
は
虎
の
ひ
げ
や
爪
を
護
符
・
医
薬
品
と
し
て
重
宝
が

５

る
習
俗
さ
え
み
ら
れ
た
。
『
伝
奇
漫
録
』
巻
三
、
昌
江
妊
怪
録
に
、
虎
が
人
に
化

し
た
話
が
、
『
全
書
』
本
紀
、
巻
三
、
李
紀
、
仁
宗
、
丙
子
会
豊
五
年
（
一
○
九

６

六
）
春
三
月
の
条
に
は
、
黎
文
盛
が
奇
術
を
学
び
虎
形
に
変
じ
た
話
が
み
え
、

『
安
南
志
原
』
巻
三
、
雑
志
、
愛
州
の
条
に
は
、
「
其
人
能
変
為
虎
」
と
あ
り
、

『
陳
剛
中
詩
集
』
巻
二
、
安
南
即
事
に
も
、
「
人
能
幻
虎
躯
」
、
「
則
幻
形
為
虎
」

と
あ
っ
て
、
人
が
よ
く
虎
に
変
じ
、
化
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
虎
の

神
霊
は
人
に
乗
り
移
り
、
い
わ
ゆ
る
葱
き
神
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
虎
を
祀
っ
た
著
名
な
祠
廟
と
し
て
は
広
義
省
平
山
県
の
寄
虎
祠
が
あ
り
、

７

こ
の
廟
に
祀
ら
れ
た
虎
は
寄
虎
神
と
称
さ
れ
て
い
た
。

虎
へ
の
崇
敬
と
信
仰
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
確
か
め
る
術
は
な
い

が
、
往
古
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
人
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

⑧

測
さ
れ
る
。
人
に
と
っ
て
有
害
な
、
恐
怖
の
野
獣
を
、
そ
れ
故
に
神
と
し
て
祀

り
上
げ
る
思
想
は
、
諸
他
の
民
族
の
な
か
に
も
容
易
に
見
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
よ
う
な
虎
に
対
す
る
異
色
の
宗
教
心
理
は
、
や
は
り
ベ
ト
ナ
ム
の

民
間
信
仰
を
特
徴
づ
け
る
一
要
素
と
考
え
て
よ
く
、
ま
た
こ
の
民
族
と
虎
の
浅

か
ら
ぬ
因
縁
を
物
語
っ
て
い
る
よ
、
フ
で
あ
る
。
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は
象
に
次
い
で
虎
の
名
が
た
し
か
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
し
、
『
越
史
略
』
巻
三
、

玩
紀
、
恵
宗
、
癸
未
建
嘉
十
三
年
（
一
二
二
三
）
に

己
丑
地
震
、
是
冬
、
虎
入
諸
村
邑

と
あ
り
、
『
全
書
』
本
紀
、
巻
七
、
陳
紀
、
憲
宗
、
甲
午
紹
豊
十
四
年
（
一
三
五

四
）
に冬

、
十
一
月
、
有
黒
虎
見
於
城
内

と
あ
り
、
同
書
、
本
紀
、
巻
十
一
、
黎
紀
、
仁
宗
、
丙
子
延
寧
三
年
（
一
四
五

六
）
に
も

９

十
一
月
、
有
虎
入
城
中
延
砿
寺
、
遣
御
前
各
執
刀
捉
殺
之

と
あ
っ
て
、
黎
代
以
前
に
お
い
て
は
村
落
の
み
な
ら
ず
、
都
城
内
に
ま
で
虎
が

侵
入
し
て
お
り
、
人
家
や
居
住
地
域
が
必
ず
し
も
安
全
な
状
態
に
な
か
っ
た
こ

と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
前
掲
三
事
例
の
う
ち
、
建
嘉
十
三

年
の
事
例
は
王
権
の
禅
譲
、
盗
賊
蜂
起
の
記
事
が
こ
れ
に
続
き
、
延
寧
三
年
の

場
合
も
こ
の
直
後
に
政
変
が
勃
発
し
た
と
い
、
フ
よ
う
に
、
村
落
や
都
城
へ
の
虎

の
出
現
が
王
権
の
衰
弱
、
治
安
状
況
の
悪
化
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
時
代
は
下
が
る
が
、

『
歴
朝
榛
紀
』
巻
一
、
煕
宗
、
甲
子
正
和
五
年
（
一
六
八
四
）
五
月
の
条
を
み

る
と
、
「
時
順
化
地
方
、
多
産
璽
鼠
、
食
害
田
禾
、
又
虎
豹
成
群
、
牛
畜
疫
死
、

及
人
民
餓
季
、
満
子
街
路
」
と
記
さ
れ
、
飢
饅
や
治
安
状
況
の
悪
化
、
そ
し
て

悪
政
と
虎
の
出
現
と
は
相
関
連
す
る
と
い
う
理
解
、
こ
れ
を
端
的
に
い
え
ば
、

虎
な
ど
の
猛
獣
が
人
畜
に
害
を
及
ぼ
す
の
は
悪
政
の
結
果
と
見
な
す
儒
家
的
論

理
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
に
も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
か
ろ
、
フ
。

と
こ
ろ
で
、
黎
代
以
前
の
諸
王
朝
は
、
虎
の
出
現
に
備
え
、
そ
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
黎
朝
の
基
本

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

法
典
『
国
朝
刑
律
』
に
は
虎
に
か
か
わ
る
三
条
の
律
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
田
産
章
に

諸
所
管
部
内
有
虎
狼
野
猪
、
咬
害
人
民
、
損
傷
禾
稼
、
而
不
用
心
設
計
収

捕
者
、
以
既
論
、
能
捕
獲
者
、
賞
依
軽
重
（
三
七
一
条
）

と
い
う
『
国
朝
刑
律
』
独
自
の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
虎
・
狼
な
ら
び
に
野

猪
が
人
民
の
生
命
や
身
体
に
害
を
与
え
、
彼
ら
の
穀
物
を
損
傷
し
た
場
合
、
所

轄
の
官
吏
は
計
略
を
設
け
て
当
の
加
害
動
物
の
収
捕
に
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
、
こ
れ
を
怠
っ
た
と
き
は
艇
、
す
な
わ
ち
爵
の
資
数
（
一
資
か
ら
五

資
）
を
下
降
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
よ
く
捕
獲
し
た
者
に
は
捕
獲
物
の
軽
重
に
応

じ
て
賞
を
賜
与
す
る
、
と
い
う
定
め
で
あ
る
。
王
権
が
虎
対
策
に
腐
心
し
た
様

子
を
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
条
文
で
は
次
の
三
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
、
人
民
の
生
命
と
財
産
に

損
傷
を
与
え
た
虎
な
ど
の
野
獣
を
捕
捉
す
る
責
任
を
所
轄
の
官
吏
に
負
わ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
黎
代
当
時
の
村
落
等
で
虎
に
よ
る
人
的
・
物
的

被
害
が
け
っ
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
王
権
あ

る
い
は
官
憲
の
公
的
な
力
量
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
存
し
た
こ
と
を
示

す
。
第
二
は
、
「
設
計
収
捕
」
を
怠
っ
た
官
吏
へ
の
量
刑
が
単
に
艇
と
の
み
定
め

ら
れ
、
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
に
つ
い
て
は
な
に
も
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題

で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
加
害
動
物
の
捕
捉
を
主
眼
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
加
害

以
前
に
お
け
る
所
轄
官
吏
の
管
理
責
任
に
ま
で
遡
及
し
て
そ
の
罪
を
問
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
当
該
部
分
は
額
面
通
り
受
け
止
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ

て
、
賠
償
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
る
規
定
で
は
な
か
っ
た
、
と
解
釈
す
る
。
黎

代
に
関
し
て
は
未
詳
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
玩
代
に
な
る
と
虎
に
雲
わ
れ

艶
死
し
た
者
へ
の
郎
銭
が
国
家
か
ら
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
賠

六
五
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償
と
は
性
質
の
異
な
る
銭
で
あ
る
。
第
三
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
捕
獲
者
に
対

し
賞
を
賜
与
す
る
条
項
を
導
入
し
た
点
で
あ
る
。
す
で
に
先
学
に
よ
り
論
及
さ

れ
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
猛
獣
捕
獲
者
へ
の
報
賞
規
定
が
、
古
く
は
漢
律
に
あ

り
、
唐
・
明
律
自
体
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
唐
令
（
開
元
令
）
に
は
猛

００

獣
一
頭
に
つ
き
絹
四
疋
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
三
七
一
条
に
は
「
賞
依
軽

重
」
と
簡
潔
に
記
さ
れ
た
だ
け
で
、
賞
の
額
と
そ
の
種
別
が
判
然
と
し
な
い
が
、

こ
の
法
典
の
通
例
及
び
後
述
の
玩
朝
の
報
賞
制
か
ら
判
断
し
て
、
原
則
と
し
て

賞
は
賞
銭
の
意
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
金
額
は
不
明
だ
が
、
捕
獲
物
の
軽
重
に

よ
り
賞
銭
の
額
に
差
等
が
設
け
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
、
条
文
中
に
記

さ
れ
。
た
「
設
計
」
は
、
虎
そ
の
他
を
捕
捉
す
る
た
め
の
計
略
を
設
け
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
五
五
六
条
の
規
定
が
参
考
に
な
る
で
あ

う
（
ｚ
、
「
ノ
。

さ
て
、
『
国
朝
刑
律
』
雑
律
章
に

諸
施
機
槍
、
作
坑
穿
者
、
杖
捌
拾
、
以
故
殺
傷
人
者
、
減
闘
殺
傷
壱
等
、

若
有
標
幟
者
、
又
減
弐
等
、
其
深
山
迦
沢
、
及
有
猛
獣
犯
暴
之
処
、
而
施

作
者
聴
、
価
立
標
幟
、
不
立
者
、
杖
陸
拾
、
以
故
殺
傷
人
者
、
減
闘
殺
傷

参
等
（
五
五
六
条
）

と
い
う
条
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
む
や
み
に
罠
や
落
と
し
穴
を
仕
掛
け
て
他
人

や
そ
の
人
畜
に
被
害
を
与
え
る
の
を
避
け
る
た
め
の
法
だ
が
、
そ
の
書
式
な
ら

び
に
内
容
と
も
に
『
唐
律
疏
議
』
巻
二
六
、
雑
律
、
施
機
槍
作
坑
穿
の
条
と
ほ

００

と
ん
ど
同
様
の
条
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
量
刑
の
面
で
一
等
な
い
し
二
等
の
改

変
が
施
さ
れ
て
あ
り
、
深
山
で
も
迦
沢
（
遠
く
離
れ
た
沢
地
）
で
も
な
い
場
所

に
罠
な
ど
を
仕
掛
け
た
と
き
の
量
刑
が
、
唐
律
に
比
べ
二
等
軽
く
、
深
山
・
遡

沢
及
び
「
猛
獣
犯
暴
」
の
所
に
同
じ
く
仕
掛
け
て
目
印
の
標
幟
（
標
識
）
を
立

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

て
な
か
っ
た
と
き
の
量
刑
が
、
唐
律
に
比
べ
二
等
重
く
そ
れ
ぞ
れ
法
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
量
刑
の
相
違
は
、
黎
代
に
お
い
て
虎
そ
の
他
の
猛
獣
が
頻
出
し
、
そ

れ
に
伴
う
被
害
を
無
視
し
得
ず
、
そ
れ
故
、
こ
う
し
た
捕
捉
用
の
仕
掛
け
を
設

け
る
機
会
が
中
国
の
場
合
よ
り
も
多
い
と
い
う
状
況
の
法
的
反
映
で
は
な
い

か
、
と
推
考
す
る
。
こ
の
条
文
か
ら
、
猛
獣
を
捕
え
る
た
め
に
罠
を
仕
掛
け
た

り
、
落
と
し
穴
を
掘
っ
た
り
す
る
方
法
が
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
で
も
採
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
掲
三
七
一
条
に
記
さ
れ
た
「
設
計
」
の
「
計
」
と
は
、

こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
な
ど
を
指
称
す
る
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
黎
代
以
前
の

虎
狩
り
そ
の
他
の
猛
獣
狩
り
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
言
及
し
得
る
史

料
を
い
ま
だ
に
見
出
せ
な
い
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、
兵
士
な
ど
多
勢
の
人
数
を

動
員
し
て
追
い
詰
め
る
人
海
戦
術
方
式
や
、
五
五
六
条
に
み
え
る
よ
う
な
罠
と

か
落
と
し
穴
を
仕
掛
け
る
捕
獲
方
式
、
牛
ま
た
は
水
牛
な
ど
の
餌
を
用
い
て
待

伽

ち
伏
せ
す
る
方
式
な
ど
が
単
用
あ
る
い
は
併
用
さ
れ
た
、
と
考
え
る
。

同
じ
雑
律
章
に
は
、
こ
の
法
典
が
独
自
に
考
案
し
た
と
目
さ
れ
る
次
の
条
文

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

諸
王
公
勢
家
不
得
畜
虎
習
榑
、
違
者
聴
所
在
官
司
捉
奏
、
一
品
罰
銭
参
百

貫
、
二
品
弐
百
貫
、
所
在
官
司
知
而
不
挙
者
、
答
伍
拾
、
既
壱
資
（
六
四

一
条
）

こ
れ
は
、
王
公
・
勢
家
が
虎
を
飼
養
し
、
こ
れ
を
調
教
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
規

定
で
あ
る
。
こ
の
禁
令
に
違
犯
し
た
と
き
は
、
所
在
の
官
司
に
そ
れ
を
「
捉
奏
」

さ
せ
、
違
犯
者
か
ら
は
彼
が
所
持
す
る
品
級
に
応
じ
て
三
○
○
貫
ま
た
は
二
○

○
貫
の
罰
銭
を
徴
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
違
犯
行
為
を
知
り
な
が
ら
告
挙
（
う
っ

た
え
、
申
し
出
る
こ
と
）
し
な
か
っ
た
当
該
官
司
に
対
し
て
は
、
答
五
○
と
艇

一
資
を
科
す
、
と
い
う
。
本
条
文
中
に
掲
げ
ら
れ
た
勢
家
と
は
、
同
法
典
、
巻

｛
ハ
ー
ハ
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四
、
盗
賊
章
に
「
諸
王
公
勢
家
騨
璋
柵
云
々
」
（
四
五
五
条
）
と
注
記
さ
れ
た
よ

う
に
、
二
品
以
上
の
権
勢
家
を
指
称
し
、
同
じ
条
文
中
に
記
さ
れ
た
「
捉
奏
」

と
は
、
か
か
る
罪
を
犯
し
た
者
を
捕
え
、
そ
の
旨
を
上
奏
す
る
意
で
あ
る
。
後

者
の
「
捉
奏
」
の
「
捉
」
は
、
虎
を
捕
え
る
意
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
「
捉
」

に
は
①
虎
を
捕
え
る
、
②
王
公
・
勢
家
を
捕
え
る
、
③
虎
と
王
公
・
勢
家
を
捕

０３

え
る
、
以
上
の
三
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
王
公
や
勢
家
は
、
い
わ
ゆ

る
八
議
の
な
か
の
議
親
と
議
貴
（
『
国
朝
刑
律
』
巻
一
、
名
例
章
、
三
条
）
の
範

檮
に
属
す
る
高
貴
・
上
位
の
身
分
で
あ
り
、
こ
の
犯
罪
に
対
す
る
量
刑
も
比
較

的
軽
い
罰
銭
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
勘
案
す
る
と
、
「
捉
」
と
は
①
虎
を
捕
え
る

意
と
解
す
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
国
朝
刑
律
』
に
お
い
て

も
、
八
議
の
者
な
ど
の
犯
罪
に
対
し
て
は
通
常
、
一
般
の
者
の
そ
れ
と
同
等
に

措
置
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
唐
の
獄
官
令
（
開
元

二
五
年
令
）
あ
る
い
は
『
皇
越
律
例
』
、
『
大
明
律
』
お
よ
び
『
大
清
律
例
』
の

よ
う
に
、
そ
の
身
柄
を
無
条
件
に
は
拘
禁
し
得
な
い
特
権
が
彼
ら
に
付
与
さ
れ

側

て
い
た
の
で
あ
る
、
７
。

前
掲
六
四
一
条
に
よ
る
と
、
黎
代
当
時
、
王
公
・
勢
家
の
な
か
に
虎
を
飼
養

す
る
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
身
分
の
間
で
か
か
る
風
習
の
存
在
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
実
は
、
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
で
は
皇
帝
自
ら
が
虎
圏
と
称
さ
れ
る
施
設
を

造
っ
て
虎
を
飼
養
し
、
兵
士
と
虎
、
あ
る
い
は
象
と
虎
を
た
た
か
わ
せ
、
こ
れ

を
圏
外
か
ら
観
賞
す
る
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
文
献
の
記
載

に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
催
し
物
の
最
早
期
の
例
と
し
て
、
陳
代
の
重
與
九
年
（
一

二
九
三
）
に
上
皇
が
望
楼
階
に
虎
圏
を
築
き
、
兵
士
と
虎
を
た
た
か
わ
せ
て
観

賞
し
た
話
が
掲
げ
ら
れ
、
黎
代
に
お
い
て
も
、
虎
圏
の
明
記
は
な
い
が
、
襄
翼

９０

帝
が
光
治
殿
に
御
し
、
虎
と
象
の
た
た
か
い
を
観
賞
し
た
記
事
が
み
え
、
院
代

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

で
も
、
明
命
十
一
年
（
一
八
三
○
）
、
同
十
七
年
、
同
十
八
年
に
虎
圏
を
造
り
、

あ
る
い
は
虎
圏
や
郊
外
に
行
幸
し
、
虎
と
象
の
た
た
か
い
を
親
閲
し
た
事
例
が

記
載
さ
れ
、
嗣
徳
二
十
一
年
（
一
八
六
八
）
に
は
「
演
象
打
虎
約
束
」
（
象
と
虎

００

の
た
た
か
い
に
関
す
る
規
定
）
を
申
定
し
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
玩
代
の
文
献

に
よ
る
と
、
虎
圏
は
四
周
に
垣
根
を
め
ぐ
ら
せ
て
虎
を
飼
養
し
て
お
く
も
の
で

あ
り
、
虎
と
象
、
虎
と
人
を
た
た
か
わ
せ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
虎
圏
の
な
か
で

虎
と
罪
人
を
た
た
か
わ
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

こ
の
六
四
一
条
は
、
黎
代
に
お
い
て
皇
帝
以
外
の
王
公
・
勢
家
の
な
か
に
虎

を
飼
養
・
調
教
す
る
者
が
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
律
で
禁

止
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
虎
に
関
す
る
催
し
物
は
、
い
わ
ば
皇
帝
主
催

の
公
的
行
事
と
し
て
限
定
的
に
執
り
行
わ
れ
る
と
い
う
の
が
こ
の
法
典
の
意
思

で
あ
っ
た
。
王
公
・
勢
家
に
対
す
る
虎
の
飼
養
禁
止
が
人
命
へ
の
危
険
性
を
配

盧
し
た
法
的
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
虎
の
飼
養
、
虎
圏
で

の
観
賞
が
皇
帝
の
個
人
的
嗜
好
に
属
す
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
も
完
全
に
は
無

視
で
き
な
い
で
は
あ
ろ
う
が
、
皇
帝
に
と
っ
て
奇
烏
・
珍
獣
を
手
元
に
置
く
こ

と
が
自
ら
の
支
配
力
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
虎
そ
の
他
の
飼

養
・
管
理
が
人
民
支
配
の
体
制
づ
く
り
と
強
化
の
一
環
と
い
う
役
割
を
演
じ
て

い
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
る
、
フ
。

三
阪
朝
の
虎
患
対
策

院
代
に
入
っ
て
も
虎
の
出
没
及
び
虎
患
を
記
し
た
史
料
は
一
向
に
減
少
せ

ず
、
む
し
ろ
、
前
代
よ
り
も
虎
患
の
拡
大
傾
向
さ
え
読
み
取
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、

そ
の
内
容
も
か
な
り
具
体
性
を
帯
び
る
よ
、
フ
に
な
っ
た
。
玩
代
の
地
誌
『
大
南

一
統
志
』
を
ひ
も
と
く
と
、
各
省
の
土
産
の
項
に
虎
を
掲
げ
た
省
が
高
平
・
広

六

七
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平
・
広
義
・
平
定
・
富
安
・
平
順
・
嘉
定
・
定
祥
・
永
隆
・
安
江
・
河
倦
の
諸

省
に
及
び
、
虎
山
・
虎
橋
・
虎
州
・
寄
虎
祠
な
ど
、
虎
の
語
を
付
し
た
地
名
・

山
名
・
廟
名
を
有
す
る
省
と
し
て
宣
光
・
清
化
・
又
安
・
広
義
・
安
江
の
諸
省

を
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
『
宴
録
』
等
の
諸
文
献
の
な
か
で
虎
害
を
被
っ
た

地
域
と
し
て
広
安
・
北
寧
・
清
化
・
広
平
・
広
治
・
平
定
・
富
安
・
慶
和
・
平

⑰

和
・
平
順
や
南
垳
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
列
挙
し
た
省
名
な
ど
を

一
見
す
る
と
明
ら
か
な
ご
と
く
、
虎
の
出
没
及
び
虎
患
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
中
部

（
中
垳
）
か
ら
南
部
（
南
垳
）
に
片
寄
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
傾

向
は
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
虎
が
棲
息
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
け
っ

し
て
な
く
、
院
代
に
中
部
と
南
部
の
開
発
が
進
展
し
、
政
治
的
支
配
領
域
が
し

だ
い
に
南
方
に
拡
延
し
つ
つ
あ
っ
た
、
時
代
の
趨
勢
を
反
映
し
た
現
象
で
あ
る

、
《
’
ノ
。

一
般
に
院
朝
は
、
虎
害
を
虎
患
と
称
し
、
こ
の
虎
患
を
防
止
す
る
た
め
、
官

吏
や
兵
士
に
命
じ
て
虎
刈
り
（
捕
虎
隊
の
編
成
な
ど
）
を
指
示
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
虎
を
捕
捉
し
た
者
に
対
し
報
賞
制
、
す
な
わ
ち
捕
虎
賞
格
を
制
定
し
、

虎
に
襲
わ
れ
て
死
亡
し
た
者
に
給
岬
（
給
伽
）
を
実
施
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

側

か
な
り
き
め
細
か
い
虎
患
対
策
を
講
じ
た
。
兵
ま
た
は
兵
民
を
派
遣
し
て
虎
狩

り
を
企
て
た
事
例
も
多
く
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
捕
殺
の
方
法
と
し
て
小
銃
．

⑬

大
砲
・
火
薬
の
類
を
用
い
る
よ
ミ
フ
に
な
っ
た
。

虎
を
捕
え
た
者
に
対
す
る
賞
銭
を
定
め
た
の
が
捕
虎
賞
格
で
あ
る
。
捕
虎
賞

格
は
捕
虎
例
と
も
称
さ
れ
た
が
、
院
一
代
を
通
じ
て
そ
の
賞
銭
の
額
に
変
動
が

み
ら
れ
た
。

ま
ず
院
朝
は
、
全
国
政
権
を
樹
立
し
た
直
後
の
嘉
隆
三
年
（
一
八
○
四
）
に

捕
虎
賞
格
を
制
定
し
た
。
こ
の
と
き
の
賞
格
に
つ
い
て
は
、
『
嘉
録
』
正
編
、
第

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

一
紀
、
巻
二
五
、
世
祖
高
、
甲
子
嘉
隆
三
年
八
月
の
条
に

定
捕
虎
賞
格
、
帝
以
沿
山
居
民
多
虎
患
、
乃
諭
令
有
能
為
機
械
、
設
權
隣
、

以
捕
虎
者
、
虎
一
頭
、
賞
銭
三
十
絹

と
あ
り
、
捕
虎
者
に
賜
与
さ
れ
る
賞
銭
は
虎
一
頭
に
つ
き
三
○
絹
で
あ
っ
た
。

『
事
例
』
巻
一
七
六
、
兵
部
、
敗
猟
、
捕
猟
悪
獣
、
同
年
の
条
に
は
「
捕
」
が

「
檎
殺
」
と
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
ご
と
く
捕
も
殺
も
同
じ

扱
い
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
一
緒
が
一
貫
に
当
た
り
、
三
○
絹
が
三
○

貫
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
綱
目
』
正
編
、
巻
六
、
陳
太
宗
、
甲
寅
元
豊
四
年
（
一

二
五
四
）
六
月
の
条
に
「
綴
絹
也
、
今
所
謂
貫
」
と
注
記
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
一
七
八
九
年
、
院
朝
は
鎮
辺
（
鎮
守
辺
境
）

の
新
立
村
に
虎
患
が
発
生
し
た
際
、
虎
を
生
け
捕
っ
た
者
に
一
五
絹
を
、
同
じ

く
莞
殺
し
た
者
に
一
○
絹
を
各
々
賞
と
し
て
賜
与
す
る
こ
と
を
定
め
た
が
、
こ

の
制
は
永
続
せ
ず
、
『
事
例
』
巻
六
一
、
戸
部
、
賞
給
、
敗
猟
、
嘉
隆
三
年
の
条

に
「
永
以
為
常
」
と
明
記
さ
れ
た
通
り
、
前
記
嘉
隆
三
年
の
賞
格
が
基
本
規
定

と
な
っ
た
。
賞
銭
三
○
絹
は
、
例
え
ば
嘉
隆
年
間
に
あ
っ
て
は
、
酒
の
密
造
者

を
捕
告
し
た
者
及
び
窃
盗
者
を
捕
獲
し
た
者
に
与
え
ら
れ
る
賞
銭
と
同
額
で
あ

り
、
明
命
年
間
に
お
い
て
は
、
匪
徒
一
人
を
生
け
捕
っ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
賞

”

銭
と
も
同
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
嘉
隆
三
年
制
定
の
捕
虎
賞
格
は
、
捕
虎
例
ま
た

は
単
に
例
と
も
称
さ
れ
、
次
の
明
命
十
五
年
（
一
八
三
四
）
の
改
定
ま
で
厳
密

伽

に
運
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
の
嘉
隆
三
年
制
定
の
賞
格
は
明
命
十
五
年
春
三
月
に
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
篁
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
二
二
、
聖
祖
仁
、
同
年

月
の
条
に
、
こ
の
こ
と
が

改
定
捕
虎
賞
格
揃
棚
干
琉
腸
頭
順
職
朧
冊
絹

六
八
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と
、
き
わ
め
て
簡
明
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
中
の
「
向
例
」
の
「
例
」
が
嘉

隆
三
年
の
賞
格
を
指
す
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
こ
の
た
び
の
改
定
で
は
、
虎

一
頭
捕
獲
に
対
す
る
賞
銭
を
半
額
に
減
じ
、
あ
わ
せ
て
虎
の
尾
を
差
し
出
す
こ

と
を
不
要
と
し
た
。
こ
う
し
た
賞
銭
の
半
減
措
置
は
、
『
会
典
』
巻
六
一
、
戸
部
、

賞
給
、
敗
猟
、
同
年
の
条
の
記
載
に
よ
る
と
、
賞
銭
三
○
絹
で
は
「
過
厚
に
渉

る
」
た
め
で
あ
り
、
虎
の
出
没
の
減
少
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
原
注

に
記
さ
れ
た
虎
の
尾
は
虎
の
捕
獲
を
示
す
物
的
証
拠
で
あ
り
、
従
来
、
賞
銭
を

給
す
る
た
め
の
証
拠
物
件
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
た
び
の

改
正
で
そ
の
納
官
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
に
移
る
と
、
京
師
以
北
か
ら
広
平
省
、

南
は
同
じ
く
京
師
か
ら
南
垳
各
省
に
至
る
沿
道
の
諸
姑
と
所
在
の
民
で
山
獣
を

射
殺
・
捕
獲
し
た
者
に
対
し
、
山
獣
別
の
賞
給
額
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
な

か
に
「
獲
虎
者
納
尾
、
毎
一
尾
賞
十
絹
」
と
あ
り
、
捕
虎
者
に
対
す
る
賞
銭
額

鋤

が
さ
ら
に
一
○
絹
に
減
ぜ
ら
れ
、
虎
尾
納
官
の
条
件
が
ふ
た
た
び
復
活
し
た
。

こ
の
賞
銭
一
○
絹
の
規
定
は
、
『
嘉
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
九
、
聖
祖
仁
、

戊
戌
明
命
十
九
年
（
一
八
三
八
）
春
二
月
の
条
に
は

平
定
多
山
獣
為
患
、
帝
聞
之
、
命
通
諭
諸
直
省
督
撫
布
按
、
如
聞
報
有
虎

患
、
即
親
自
帯
兵
、
或
派
員
弁
、
往
会
所
在
府
県
、
設
法
檎
捕
、
有
能
殺

虎
者
、
準
照
例
賞
給
蹴
一
癖
賞

と
あ
っ
て
、
「
例
」
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
一
○
絹
な
る
金
額
は
、
ほ
ぼ
同

倒

時
期
の
、
逃
兵
ま
た
は
匪
賊
を
捕
獲
し
た
者
へ
の
賞
銭
と
同
額
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
『
嘉
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
○
六
、
聖
祖
仁
、
己
亥

明
命
二
十
年
（
一
八
三
九
）
秋
九
月
の
条
を
み
る
と
、

改
定
広
平
以
南
沿
途
各
姑
竝
所
在
民
人
捕
殺
山
獣
賞
格
（
後
略
）

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

と
あ
り
、
そ
の
原
注
に
「
殺
獲
猛
虎
、
毎
一
頭
賞
銭
十
五
絹
」
と
明
記
さ
れ
た

よ
う
に
、
ふ
た
た
び
明
命
十
五
年
時
の
賞
銭
十
五
絹
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
た
だ
、
『
事
例
』
巻
一
七
六
、
兵
部
、
敗
猟
、
捕
猟
悪
獣
、
明
命
十
九

年
を
み
る
と
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
沿
山
の
諸
社
民
で
權
奔
を
設
け
て
虎
を
殺
し

た
者
に
対
し
、
一
頭
に
つ
き
銭
一
五
貫
を
賞
す
る
規
定
を
設
け
た
と
あ
り
、
も

し
『
事
例
』
の
本
記
事
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
す
で
に
明
命
十
九
年
に
沿
山
の

諸
社
民
の
捕
虎
者
に
対
す
る
賞
銭
一
五
絹
の
制
が
復
活
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
れ
と
は
別
に
、
『
皇
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
二
、
明
命
二
十
一
年

（
一
八
四
○
）
三
月
及
び
『
事
例
』
巻
一
七
六
、
兵
部
、
敗
猟
、
捕
猟
悪
獣
、

同
年
を
み
る
と
、
承
天
府
管
轄
下
の
衛
兵
三
○
○
名
に
よ
る
虎
退
治
に
お
い
て
、

一
頭
捕
獲
に
つ
き
賞
銭
三
○
絹
を
給
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
承
天
府

と
い
う
特
別
の
地
域
で
の
捕
虎
に
対
す
る
配
慮
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
依
然
と
し
て
嘉
隆
三
年
制
定
の
捕
虎
賞
格
が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

留
意
す
べ
き
で
あ
る
、
フ
。

そ
の
後
の
文
献
を
調
べ
る
と
、
『
宴
録
』
正
編
、
第
三
紀
、
巻
四
二
、
憲
祖
章
、

甲
辰
紹
治
四
年
（
一
八
四
四
）
秋
九
月
の
条
に

広
治
有
虎
患
、
命
管
衛
播
玉
良
溌
兵
民
捕
之
、
賞
銭
一
百
絹

と
あ
り
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
一
四
、
翼
宗
英
、
丙
辰
嗣
徳
九
年
（
一

八
五
六
）
二
月
の
条
に

春
蒐
熊
明
服
躍
釧
賞
捕
虎
弁
兵
及
附
近
民
夫
鑓
各
有
差
版
鮒
辮

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
、
正
編
、
第
六
紀
、
巻
一
○
、
景
宗
純
、
戊
子
同
慶
三

年
（
一
八
八
八
）
六
月
の
条
に

順
慶
二
轄
虎
患
、
準
厚
加
賞
格
蠣
剛
順
粁
手
硝
朧
筋
社
民
設
法
捕
猟
、
竝
姑
夫

投
逓
公
文
、
免
其
夜
行

六
九
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と
あ
っ
て
、
捕
虎
者
へ
の
賞
銭
は
、
状
況
や
身
分
の
相
違
に
よ
り
そ
の
支
給
金

額
に
異
同
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
前
掲
同
慶
三
年
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
「
原
例
」
す
な
わ
ち
嘉
隆
三
年
の
捕
虎
賞
格
が
賞
銭
算

定
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
前
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
院
朝
一
代
を
通
じ
て
捕
虎
者
へ
の
賞
銭
は
、
一
頭

に
つ
き
三
○
絹
を
「
原
例
」
と
し
な
が
ら
、
つ
い
で
一
五
絹
に
改
定
し
、
ま
た

虎
患
の
多
発
地
域
で
は
一
○
絹
に
減
額
す
る
な
ど
、
公
定
価
額
に
変
動
が
み
ら

れ
た
。
賞
銭
三
○
絹
と
定
め
た
「
原
例
」
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

を
も
っ
て
不
変
・
不
動
の
額
と
し
て
固
定
化
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
玩
代

の
虎
患
と
虎
対
策
の
深
刻
な
、
容
易
な
ら
ざ
る
一
面
を
み
る
思
い
が
す
る
。

一
方
、
こ
の
王
朝
は
、
虎
に
襲
わ
れ
て
莞
死
し
た
者
に
対
し
給
郎
、
つ
ま
り

岬
銭
・
白
布
を
支
給
し
た
。
こ
れ
を
示
し
た
早
期
の
史
料
と
し
て
は
、
明
命
二

十
一
年
に
虎
に
よ
る
犠
牲
者
に
対
し
岬
例
に
準
拠
し
て
銭
を
支
給
し
、
さ
ら
に

”

こ
れ
に
二
○
絹
を
加
増
し
た
事
例
が
あ
る
。
当
の
郎
例
に
定
め
ら
れ
た
は
ず
の

金
額
は
こ
こ
に
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
後
述
の
ご
と
く
そ
れ
は
三
絹
（
三

貫
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
嗣
徳
年
間
の
記
録
で
は
、
『
皇
録
』
正
編
、
第
四
紀
、

巻
一
二
、
翼
宗
英
、
乙
卯
嗣
徳
八
年
（
一
八
五
五
）
二
月
の
条
に

準
定
諸
轄
民
被
虎
患
、
兵
夫
給
郎
銭
三
繕
、
壮
民
二
絹
、
余
各
一
絹
、
白

布
各
十
尺

と
あ
り
、
虎
患
を
被
っ
た
（
実
は
莞
死
し
た
）
兵
夫
（
兵
士
）
に
三
絹
を
、
壮

民
（
籍
民
）
に
二
絹
を
、
そ
の
他
の
人
に
は
一
絹
の
郎
銭
を
給
し
、
か
つ
各
々

に
白
布
一
○
尺
を
あ
わ
せ
て
給
付
す
る
、
と
い
、
フ
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の

規
定
は
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
一
六
、
翼
宗
英
、
丁
巳
嗣
徳
十
年
（
一

八
五
七
）
三
月
の
条
に
も

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

給
広
安
虎
患
民
献
測
鮒
灘
聰
檎
眠
十
鮎
、
一
献
翔
鏥
確
眠
紺
苑
洛
兵
鈍
鍍
錨
鋪
奉
錘
洛
紐
唾
嘩

余
各
給
銭
一
絹
、

白
布
各
十
尺
勅
設
法
捕
殺
、
以
重
民
居

と
あ
っ
て
、
現
実
に
運
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
『
皇
録
』
正
編
、
第
六
紀
、

巻
一
○
、
景
宗
純
、
戊
子
同
慶
三
年
六
月
の
と
こ
ろ
に

広
平
虎
患
甚
繩
朧
頭
壺
提
托
紬
灯
臥
民
準
紹
疫
莞
例
給
郎
、
由
省
臣
厳
筋
設
法
捕

納
、
早
除
民
患

と
記
さ
れ
、
こ
の
と
き
は
疫
尭
例
（
疫
病
に
罹
り
莞
死
し
た
者
に
適
用
さ
れ
る

規
定
）
を
準
用
し
て
虎
に
よ
る
犠
牲
者
に
給
岬
し
た
。
こ
れ
は
一
見
、
前
掲
嗣

徳
八
年
に
準
定
さ
れ
た
給
螂
例
を
適
用
せ
ず
、
こ
れ
と
は
別
個
の
疫
莞
例
を
準

用
し
て
賑
棚
し
た
形
式
に
み
え
る
が
、
『
皇
録
』
及
び
『
事
例
』
に
散
見
さ
れ
る

疫
蜷
・
疫
死
者
へ
の
給
岬
例
を
み
る
と
、
国
家
が
支
給
す
る
師
銭
は
一
般
に
三

繕
が
基
準
額
で
あ
り
、
そ
の
後
（
明
命
十
九
年
以
後
か
）
、
年
齢
な
ど
の
条
件
を

付
し
て
金
額
に
差
等
を
設
け
、
内
籍
以
外
の
者
に
二
絹
、
幼
小
の
者
に
一
絹
と

鯛

い
う
よ
、
フ
に
減
額
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
前
掲
同
慶
三
年

の
疫
莞
例
に
準
拠
し
た
郎
銭
も
三
絹
が
標
準
で
あ
り
、
同
じ
く
嗣
徳
八
年
準
定

の
給
岬
銭
と
も
標
準
額
は
同
等
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
以
上
を
要

す
る
に
、
虎
に
襲
わ
れ
て
莞
死
し
た
者
に
対
す
る
一
種
の
国
家
的
弔
慰
金
、
つ

ま
り
郎
銭
は
、
疫
尭
例
に
準
拠
し
て
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
、

当
初
は
老
小
男
女
を
問
わ
ず
、
お
し
な
べ
て
三
絹
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
三
絹

を
基
準
と
し
な
が
ら
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
減
額
措
置
を
講
じ
る
仕
儀
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

な
お
付
け
足
し
だ
が
、
同
慶
三
年
の
給
岬
に
お
い
て
は
疫
尭
例
を
準
用
し
た

が
、
こ
こ
に
は
虎
患
・
虎
害
を
災
難
・
災
厄
と
見
な
し
、
虎
に
よ
る
犠
牲
者
と

疫
病
に
よ
る
蕊
死
者
を
同
列
に
扱
う
意
識
が
存
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た

い
。

七
○
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院
朝
は
、
そ
の
刑
法
典
『
皇
越
律
例
』
巻
一
四
、
刑
律
、
人
命
の
な
か
で
猛

獣
の
捕
捉
に
関
す
る
一
条
文
（
窩
弓
殺
傷
人
）
を
収
め
て
い
た
。

凡
打
捕
戸
於
深
山
曠
野
猛
獣
往
来
去
処
、
穿
作
眈
穿
、
及
安
置
窩
弓
、
不

立
望
竿
及
抹
眉
小
索
者
睦
赫
傷
答
四
十
、
以
致
傷
人
者
、
減
闘
殴
傷
二
等
、

因
而
致
死
者
、
杖
一
百
、
徒
三
年
、
追
徴
埋
菫
銀
一
十
両
鳩
誹
深
伽
號
鏑
撒
繊
鵜

本
条
文
は
、
明
・
清
律
と
同
文
・
同
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
に
格
別
に
検
討
す
べ

き
新
し
い
語
句
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
玩
代
に
お
い
て
も
、
明
・
清
代
と
同
様

に
打
捕
戸
と
称
せ
ら
れ
る
猟
師
が
深
山
や
曠
野
の
猛
獣
往
来
の
所
で
院
穿
（
落

と
し
穴
）
を
掘
り
、
窩
弓
（
罠
）
を
仕
掛
け
て
虎
な
ど
の
猛
獣
を
捕
え
る
と
き

は
、
当
該
場
所
に
望
竿
（
目
印
と
な
る
竿
）
を
立
て
、
抹
眉
小
索
（
人
の
眉
の

高
さ
ほ
ど
の
索
）
を
張
っ
て
お
き
、
人
び
と
の
注
意
を
促
す
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
法
典
に
は
続
い
て
細
字
の
総
註
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
註
に
は
『
大
清
律
例
』
よ
り
も
猛
獣
を
捕
え
る
方
法
な
ど
が
か
な
り

詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
、
次
に
掲
げ
、
参
考

に
供
し
て
お
こ
、
フ
。

打
捕
者
猟
戸
之
名
也
、
猟
戸
之
取
猛
獣
、
有
防
穿
窩
弓
二
法
、
院
穿
者
穿

地
為
穴
、
上
置
浮
草
、
待
其
過
而
陥
入
以
掩
取
之
、
窩
弓
者
箭
敷
毒
薬
、

以
機
張
弓
、
待
其
触
、
而
箭
発
以
射
取
之
、
二
者
当
防
其
傷
人
、
故
必
干

近
防
奔
窩
弓
之
処
、
立
望
竿
小
索
、
望
而
可
見
、
日
望
竿
、
横
設
小
索
、

高
与
眉
斉
、
日
抹
眉
小
索
、
使
行
走
之
人
見
而
知
避
也
、
凡
打
捕
猟
戸
既

子
深
山
曠
野
猛
獣
往
来
去
処
、
設
有
眈
葬
窩
弓
、
而
不
立
竿
索
者
、
錐
未

傷
人
、
亦
答
四
十
、
以
其
但
図
捕
獣
之
利
、
而
不
計
傷
人
之
害
也
、
若
因

無
竿
索
而
行
走
者
、
誤
路
其
穿
、
誤
発
其
機
、
以
致
傷
人
者
、
照
闘
殴
傷

人
律
、
減
二
等
科
之
、
若
減
罪
軽
干
答
四
十
者
、
価
依
本
律
、
因
而
致
死

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

者
、
杖
一
百
、
徒
三
年
、
追
給
埋
菫
銀
一
十
両

こ
の
注
記
に
よ
る
と
、
玩
代
に
お
い
て
猛
獣
の
打
捕
を
専
門
と
す
る
猟
戸
、
す

な
わ
ち
猟
師
・
狩
人
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
猟
戸
の
猛
獣
捕
り
に
は
院

穿
と
窩
弓
の
二
法
が
あ
り
、
院
穿
は
、
地
面
に
落
と
し
穴
を
掘
り
、
そ
の
上
に

浮
草
を
敷
き
、
猛
獣
が
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
陥
落
し
た
の
を
掩
取
す
る
方
法

で
あ
り
、
窩
弓
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
箭
（
矢
）
に
毒
薬
を
塗
り
、
機
械
（
ば

ね
仕
掛
け
）
で
弓
を
張
っ
て
お
き
、
そ
れ
に
触
れ
る
と
箭
が
飛
び
出
し
、
獲
物

を
射
止
め
る
方
法
で
あ
っ
た
。
捕
虎
の
と
き
に
も
こ
の
よ
う
な
方
法
が
採
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
皇
越
律
例
』
の
総
註
が
描
い
た
猟
戸
の
猛
獣
捕
獲
方
法
は
、

院
代
の
兵
士
や
人
民
を
動
員
し
、
鉄
砲
・
火
薬
の
類
を
用
い
た
大
規
模
な
、
公

権
力
に
よ
る
虎
狩
り
と
は
異
な
り
、
お
そ
ら
く
ベ
ト
ナ
ム
の
在
地
な
ど
で
伝
承

鯛

さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

院
代
で
は
ま
た
、
孝
子
・
孝
女
な
ら
び
に
列
女
な
ど
を
旋
賞
、
つ
ま
り
表
彰

し
、
そ
の
儒
教
的
善
行
を
賞
賛
す
る
と
同
時
に
他
の
人
び
と
に
こ
れ
を
奨
励
し
、

国
家
的
身
分
秩
序
の
維
持
を
企
図
し
た
が
、
こ
う
し
た
国
家
的
表
彰
の
な
か
に

虎
を
媒
介
と
し
た
善
行
・
義
行
を
行
っ
た
人
び
と
が
少
な
か
ら
ず
そ
の
対
象
に

含
ま
れ
て
い
た
。
虎
に
襲
わ
れ
た
父
や
母
を
救
っ
た
子
、
虎
に
殺
さ
れ
た
父
の

仇
を
打
っ
た
子
、
父
あ
る
い
は
父
母
を
亡
く
し
、
虎
の
出
没
・
脅
威
の
な
か
で

三
年
間
、
墓
の
傍
ら
に
盾
を
構
え
て
親
喪
に
服
し
終
え
た
子
、
彼
ら
は
孝
子
と

”

し
て
表
彰
さ
れ
、
ま
た
、
虎
の
害
に
遭
っ
た
父
を
救
っ
た
娘
も
孝
女
と
し
て
表

鯛

彰
さ
れ
、
虎
に
襲
わ
れ
た
父
・
母
そ
し
て
夫
を
、
虎
と
勇
敢
に
た
た
か
っ
て
救

出
し
た
娘
や
妻
も
ま
た
列
女
・
烈
女
と
称
さ
れ
、
虎
に
咬
ま
れ
た
兄
を
助
け
た

卿

弟
も
表
彰
の
対
象
と
さ
れ
た
。
院
朝
は
、
こ
う
し
た
虎
を
め
ぐ
る
関
係
行
為
を

も
身
分
的
支
配
秩
序
の
枠
組
み
の
な
か
に
取
り
込
み
、
こ
れ
を
王
朝
支
配
の
た

七
一
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お
わ
り
に

改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
前
近
代
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
虎
は
人
び
と

の
生
命
と
身
体
を
脅
か
す
猛
獣
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
生
を
享
け
、
生
業
を

営
み
、
文
化
を
築
き
、
伝
統
を
継
承
す
る
か
ぎ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
こ

の
猛
獣
と
の
た
た
か
い
は
回
避
し
得
な
い
厳
し
い
現
実
で
あ
っ
た
。

遥
か
に
遠
い
昔
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
こ
の
猛
獣
の
た
め
に
計
り
知
れ
な
い

ほ
ど
の
多
く
の
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
一
方
で
は
、
こ
の

動
物
の
生
存
を
認
め
、
こ
れ
と
の
共
生
を
図
る
境
地
に
も
達
し
て
き
た
。
虎
の

な
か
に
霊
力
を
見
出
し
、
こ
れ
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
猛
虎
崇
拝
が
生
ま
れ
た

の
は
、
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
』
フ
な
信
仰
心
は
、
過
酷
な
地
域
に
生
き

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
び
と
が
案
出
し
た
独
自
の
精
神
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
び
と
が
そ
、
フ
し
た
よ
、
フ
に
、
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
諸
王
朝
も
そ

れ
ぞ
れ
虎
対
策
に
腐
心
し
た
。
歴
代
諸
王
朝
の
虎
対
策
は
、
王
権
の
基
盤
で
あ

る
人
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
治
安
を
維
持
し
、
社
会
の
秩
序
を
保
つ
こ
と

を
目
的
と
し
、
こ
の
た
め
諸
王
朝
は
、
法
ま
た
は
行
政
の
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
虎

患
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
王
朝
と
虎
と
の
か
か
わ
り
は
、
支
配
領
域
の
拡
大
と

と
も
に
し
だ
い
に
遠
隔
の
地
に
ま
で
拡
延
す
る
よ
、
フ
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
自

然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
王
朝
は
ま
た
、
虎
を
単
な
る
対
策
上
の
動
物
と
否

定
的
に
捉
え
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
王
朝
支
配
の
た
め
に
利
用
す
る
強
か
さ

を
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
虎
に
か
か
わ
る
孝
子
・
義
行
へ
の
表
彰
制
度
は
そ
の
一

め
に
活
用
す
る
抜
け
目
の
な
い
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
・
権
力
に
と
っ
て
虎
は
、

単
な
る
恐
怖
の
対
象
で
は
な
く
、
政
治
支
配
の
た
め
に
有
効
に
利
用
し
得
る
動

物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

注仙
杉
本
直
治
郎
『
真
如
親
王
伝
研
究
Ｉ
高
丘
親
王
伝
考
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）
五

七
○
～
五
七
七
頁
。

②
虎
が
関
係
す
る
説
話
の
類
は
、
諸
文
献
に
散
見
し
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
と
り
あ

え
ず
次
の
邦
語
の
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
池
田
よ
し
な
え
編
『
ベ
ト
ナ
ム
民
話
』
（
三
省
堂
、

一
九
六
八
）
一
五
一
～
ヱ
ハ
四
頁
。
〃
垂
孝
、
．
獅
翫
滑
才
込
谷
聯
齢
延
・
ベ
ト
・
編
訳
『
原
語
訳
ベ

ト
ナ
ム
の
昔
話
』
（
同
朋
舎
、
一
九
八
○
）
七
一
、
一
四
七
、
二
四
三
、
二
五
二
各
頁
。

諺
に
つ
い
て
は
因
島
弓
虫
弓
弓
興
惠
凰
苫
負
ミ
鴎
⑮
會
言
昌
一
客
き
き
の
負
曼
壽
言
鴎

畠
圃
包
畠
閉
ミ
ミ
尋
ｓ
鳥
さ
い
ｇ
盲
目
亘
四
ご
己
蔚
刷
ご
・
要
．
ロ
．
）
ご
ｓ
，
勺
風
昌
＆
旨

乞
雪
〕
己
』
ｓ
参
照
。

③
『
越
史
略
』
巻
一
、
丁
紀
、
先
王
に
も
や
や
簡
略
化
さ
れ
た
一
文
が
収
録
済
で
あ
る
。

側
猛
虎
崇
拝
に
関
し
て
は
宍
８
口
①
吾
府
『
ご
匿
呂
○
邑
ゞ
啓
麓
誉
員
跨
冒
、
ｏ
さ
め
の
§
ミ

ミ
さ
蒔
き
量
○
三
８
曾
々
乞
含
も
．
謡
．
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局
編
『
印
度
支
那
民
族
誌
』

（
同
調
査
局
、
一
九
四
三
）
一
五
一
頁
、
杉
本
、
前
掲
書
、
五
七
一
～
五
七
二
頁
、
池
田
、

前
掲
編
書
、
二
○
二
頁
参
照
。

⑤
の
①
○
侭
①
の
三
四
ｇ
の
『
○
・
偶
ぎ
ぎ
。
ミ
ミ
、
弓
．
罠
野
房
輿
卑
巨
×
①
房
の
》
こ
ぎ
》
已
誘
．

⑥
『
譽
甸
幽
霊
集
録
』
太
尉
忠
恵
公
、
『
大
南
一
統
志
』
（
パ
リ
・
ア
ジ
ア
協
会
蔵
本
ま
た
は

印
度
支
那
研
究
会
刊
本
）
河
内
省
、
人
物
、
穆
慎
の
各
条
。

佃
寄
虎
祠
に
つ
い
て
は
、
『
大
南
一
統
志
』
広
義
省
、
祠
廟
、
寄
虎
祠
、
『
大
南
輿
地
志
約
編
』

巻
二
、
広
義
省
、
平
山
県
、
『
野
史
輯
編
』
付
封
域
税
額
、
広
義
平
山
県
の
各
条
参
照
。

⑧
ベ
ト
ナ
ム
の
例
で
は
な
い
が
、
雲
南
省
石
塞
山
出
土
の
銅
鼓
に
大
蛇
と
虎
の
像
を
表
わ

例
で
あ
る
、
７
。

こ
の
研
究
で
は
、
文
献
史
料
の
制
約
か
ら
、
い
き
お
い
諸
王
朝
の
虎
患
対
策

に
紙
幅
を
費
や
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
本
文
中
で
取
り
上
げ
た
ベ
ト
ナ
ム
前
近

代
の
虎
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
き
、
ご
叱
正
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
あ
り
が

た
い
と
思
、
フ
。

七
二



256

し
た
の
が
あ
り
、
す
で
に
蛇
や
虎
に
対
す
る
崇
敬
の
存
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松

本
信
広
編
集
『
イ
ン
ド
シ
ナ
研
究
ｌ
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
総
合
調
査
報
告
㈲
』
（
有

隣
堂
、
一
九
六
五
》
一
三
四
頁
）
。

側
『
綱
目
』
正
編
、
巻
一
八
、
黎
仁
宗
、
同
年
月
の
条
は
「
御
前
」
を
「
武
士
」
と
書
き
改

め
て
い
る
。
な
お
、
『
黎
史
墓
要
』
巻
二
、
黎
紀
、
仁
宗
、
同
年
月
の
条
に
も
簡
略
化
さ
れ

た
同
趣
旨
の
一
文
が
み
え
る
。

側
池
田
温
「
中
国
古
代
の
猛
獣
対
策
法
規
」
締
馴
誕
錐
荊
熊
士
『
律
令
制
の
諸
問
題
』
（
汲
古

書
院
、
一
九
八
四
》
）
六
一
六
、
六
一
九
～
六
二
○
頁
そ
の
他
。

伽
『
唐
律
疏
議
』
巻
二
六
、
雑
律
上
、
施
機
槍
作
坑
穿
の
条
「
諸
施
機
槍
、
作
坑
穿
者
、
杖

一
百
、
以
故
殺
傷
人
者
、
減
闘
殺
傷
一
等
、
若
有
標
幟
者
、
又
減
一
等
（
疏
議
略
）
、
其
深

山
辿
沢
、
及
有
猛
獣
犯
暴
之
処
、
而
施
作
者
聴
、
価
立
標
幟
、
不
立
者
、
答
四
十
、
以
故
殺

傷
人
者
、
減
闘
殺
傷
罪
三
等
」
。

⑰
近
代
で
は
、
水
牛
ま
た
は
牛
の
ご
と
き
餌
を
配
し
、
待
伏
せ
し
て
虎
を
捕
え
る
の
が
一
般

的
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
⑦
ｇ
侭
陽
冨
閉
穏
冒
ゞ
８
．
ｏ
言
〉
９
画
雪
Ｉ
思
い

側
ロ
色
目
異
巴
氏
は
、
仏
訳
の
本
文
で
罪
人
を
捕
え
る
こ
と
と
仏
訳
し
つ
つ
、
そ
の
注
に
お

い
て
虎
と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
自
ら
疑
問
を
呈
し
て
い
た
夷
．
ロ
の
ざ
易
冨
一
》
Ｐ
煙
旨
豊
８

・
画
易
Ｆ
》
シ
胃
耐
ロ
シ
ョ
ロ
四
目
〉
弓
『
且
月
鐵
○
口
里
○
○
日
目
ｇ
国
笥
①
。
ロ
○
○
号
号
の
旧
の

題
壗
両
○
》
室
戸
電
鹿
も
．
望
）
。
当
法
典
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
（
ぐ
ロ
ぐ
習
三
習
昏
ミ
ヨ
識
冨

起
雪
寄
伊
昌
一
（
起
曹
琴
旧
昌
》
ご
詠
雲
恩
）
・
の
獣
‐
の
言
々
乞
詔
》
巳
認
》
瞳
号
ご
識
震
霞
誉

（
溥
電
吏
員
門
。
倉
（
導
斡
目
智
声
西
平
ｚ
９
．
乞
臼
も
．
顧
望
は
、
こ
の
部
分
が
暖
昧
な
訳
出

に
終
わ
っ
て
い
た
が
、
最
近
刊
の
ｚ
ｍ
昌
酔
ｚ
空
の
困
昌
．
目
心
く
ぎ
目
筥
陣
弓
『
蟹
く
ぎ

Ｆ
筋
目
》
国
毒
飼
い
、
〔
ご
昼
興
ト
負
ミ
ミ
目
》
冨
忌
諏
○
苫
ミ
ミ
評
言
負
ミ
》
ぐ
巳
．
Ｆ
○
三
○
口
己
『
閂
凰
ご

甲
①
の
の
》
ご
雪
も
．
圏
更
ぐ
○
一
．
国
も
．
篭
ｇ
で
は
、
「
そ
の
動
物
を
捕
え
て
…
…
」
と
明
快
に
訳

出
す
る
に
至
っ
た
。
筆
者
も
こ
の
解
に
従
い
た
い
。

側
『
国
朝
刑
律
』
巻
一
、
名
例
章
「
諸
八
議
者
、
犯
死
罪
、
皆
条
所
坐
及
応
議
之
状
、
先
奏

請
議
、
議
定
奏
裁
臘
潴
關
情
臓
櫛
正
鋤
綻
流
罪
以
下
、
減
壱
等
、
其
犯
十
悪
者
、
不
用
此
律
」
（
四

条
）
。
同
書
、
巻
六
、
断
獄
章
「
諸
高
官
鯛
鴫
燗
恥
捌
官
誕
繊
吐
出
鍬
犯
罪
、
案
成
而
獄
官
不
奏

請
収
禁
、
以
俟
処
断
者
、
罰
銭
弐
拾
貫
、
獄
橡
杖
捌
拾
、
即
有
疾
病
、
已
請
検
験
者
勿
論
、

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

若
当
請
不
請
而
檀
自
収
禁
者
、
罪
如
之
」
（
六
九
二
条
）
。
唐
の
獄
官
令
「
諸
職
事
官
五
品
以

上
、
散
官
二
品
以
上
、
犯
罪
合
禁
、
在
京
者
皆
先
奏
、
若
犯
死
罪
、
及
在
外
者
、
先
禁
後
奏
、

其
職
事
官
及
散
官
参
品
以
上
有
罪
、
勅
令
禁
推
者
、
所
推
之
司
、
皆
覆
奏
、
然
後
禁
推
」
（
仁

井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
《
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
、

同
上
、
一
九
八
三
）
七
八
四
頁
）
。
そ
の
他
『
皇
越
律
例
』
巻
一
、
名
例
律
、
『
大
明
律
』
巻

一
、
名
例
律
、
『
大
清
律
例
』
巻
一
、
名
例
律
の
応
議
者
犯
罪
の
各
条
参
照
。

㈹
『
全
書
』
本
紀
、
巻
五
、
陳
紀
、
仁
宗
、
癸
巳
重
興
九
年
（
一
二
九
三
）
（
三
月
以
後
、

興
隆
元
年
）
「
秋
、
九
月
十
三
日
、
…
…
上
皇
嘗
築
虎
圏
於
望
楼
階
、
令
軍
士
榑
虎
、
御
楼

観
之
、
太
后
与
妃
擴
皆
従
侍
、
楼
卑
、
圏
準
階
亦
卑
、
虎
忽
脱
筆
楼
楼
上
人
皆
散
走
、
上

皇
与
太
后
独
与
侍
女
四
五
人
在
、
太
后
度
不
免
、
即
以
席
遮
上
皇
、
亦
自
覆
、
虎
登
楼
、
便

蒼
黄
号
繍
之
声
跳
下
、
無
撃
擢
之
患
、
上
皇
又
嘗
御
天
安
殿
、
観
闘
象
於
龍
堤
、
象
忽
脱
突

入
将
登
殿
、
左
右
皆
驚
散
、
惟
太
后
在
焉
」
。
『
全
書
』
本
紀
、
巻
一
五
、
黎
紀
、
襄
翼
帝
、

壬
申
洪
順
四
年
（
一
五
一
二
）
「
是
日
（
二
月
二
十
八
日
）
、
帝
御
光
治
殿
、
観
象
闘
虎
」
。

㈹
玩
代
に
お
け
る
虎
圏
の
瑚
築
、
虎
圏
で
の
象
・
虎
の
た
た
か
い
の
親
閲
に
つ
い
て
は
、
『
嘉

録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
六
四
、
聖
祖
仁
、
庚
寅
明
命
十
一
年
（
一
八
三
○
）
春
正
月
、
『
国

史
遣
編
』
中
集
、
国
朝
大
南
紀
、
同
年
、
『
宴
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
六
六
、
聖
祖
仁
、

丙
申
明
命
十
七
年
（
一
八
三
六
）
春
二
月
、
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
四
、
聖
祖
仁
、

丁
酉
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
秋
九
月
の
各
条
参
照
。

「
演
象
打
虎
約
束
」
に
つ
い
て
は
、
『
篁
録
』
正
編
、
第
四
紀
、
巻
三
八
、
翼
宗
英
、
戊

辰
嗣
徳
二
十
一
年
（
一
八
六
八
）
六
月
の
条
参
照
。

㈹
『
宴
録
』
の
な
か
で
虎
患
、
つ
ま
り
虎
害
を
記
し
た
主
要
な
箇
所
は
、
次
の
各
条
で
あ
る
。

正
編
、
第
一
紀
、
巻
四
、
世
祖
高
、
己
酉
十
年
二
七
八
九
）
秋
七
月
、
正
編
、
第
一
紀
、

巻
二
五
、
世
祖
高
、
甲
子
嘉
隆
三
年
（
一
八
○
四
）
八
月
、
正
編
、
第
一
紀
、
巻
三
四
、
世

祖
高
、
戊
辰
嘉
隆
七
年
（
一
八
○
八
）
春
正
月
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
八
四
、
聖
祖
仁
、
壬

辰
明
命
十
三
年
（
一
八
三
二
）
秋
閏
九
月
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
七
、
聖
祖
仁
、
丁
酉

明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
冬
十
二
月
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
九
、
聖
祖
仁
、
戊
戌
明

命
十
九
年
（
一
八
三
八
）
春
二
月
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
○
一
、
聖
祖
仁
、
己
亥
明
命
二

十
年
（
一
八
三
九
）
夏
四
月
朔
夏
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
○
六
、
聖
祖
仁
、
同
年
秋
九
月
、

七
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正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
一
四
、
聖
祖
仁
、
庚
子
明
命
二
十
一
年
（
一
八
四
○
）
夏
六
月
、
正

編
、
第
二
紀
、
巻
二
一
六
、
聖
祖
仁
、
同
年
秋
八
月
戊
午
、
正
編
、
第
三
紀
、
巻
六
、
憲
祖

章
、
辛
丑
紹
治
元
年
（
一
八
四
二
春
閏
三
月
、
正
編
、
第
三
紀
、
巻
四
二
、
憲
祖
章
、
甲

辰
紹
治
四
年
（
一
八
四
四
）
秋
九
月
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
一
六
、
翼
宗
英
、
丁
巳
嗣
徳
十

年
二
八
五
七
）
三
月
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
六
八
、
翼
宗
英
、
壬
午
嗣
徳
三
十
五
年
（
一

八
八
二
）
秋
七
月
、
正
編
、
第
六
紀
、
巻
一
○
、
景
宗
純
、
戊
子
同
慶
三
年
（
一
八
八
八
）

六
月
。
そ
の
他
、
『
事
例
』
巻
一
七
六
、
兵
部
、
敗
猟
、
捕
猟
悪
獣
、
『
嘉
定
城
通
志
』
巻
三
、

河
倦
鎮
、
己
丑
五
年
（
一
七
六
九
）
春
二
月
朔
、
同
書
、
巻
六
、
城
池
志
、
新
境
市
も
参
照
。

側
『
篁
録
』
正
編
、
第
四
紀
、
巻
一
二
、
翼
宗
英
、
乙
卯
嗣
徳
八
年
（
一
八
五
五
）
六
月
の

条
に
は
、
虎
患
を
除
く
た
め
霊
祠
に
祈
祷
し
た
例
が
み
え
る
。

側
前
注
伽
掲
、
嘉
隆
七
年
、
明
命
十
三
年
、
同
二
十
年
、
同
慶
三
年
、
及
び
『
事
例
』
巻
一

七
六
、
兵
部
、
敗
猟
、
捕
猟
悪
獣
、
明
命
十
四
年
、
同
十
八
年
、
同
十
九
年
、
同
二
十
年
、

同
二
十
一
年
、
紹
治
五
年
の
各
条
。
上
記
諸
条
中
に
は
鳥
鎗
（
小
銃
）
・
薬
弾
・
鎗
職
（
小

銃
と
大
砲
）
・
火
薬
を
用
い
た
事
例
が
散
見
す
る
。
そ
の
他
、
『
篁
録
』
正
編
、
第
四
紀
、
巻

六
五
、
翼
宗
英
、
辛
巳
嗣
徳
三
十
四
年
（
一
八
八
二
二
月
の
条
も
参
照
。

帥
『
篁
録
』
正
編
、
第
一
紀
、
巻
二
六
、
世
祖
高
、
乙
丑
嘉
隆
四
年
（
一
八
○
五
）
六
月
「
復

申
嘉
定
酒
禁
」
、
同
書
、
正
編
、
第
一
紀
、
巻
四
五
、
世
祖
高
、
壬
申
嘉
隆
十
一
年
（
一
八

一
二
）
十
二
月
「
定
捕
盗
賞
格
」
及
び
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
○
三
、
聖
祖
仁
、
己

亥
明
命
二
十
年
二
八
三
九
）
夏
六
月
の
各
条
。

伽
嘉
隆
三
年
の
捕
虎
賞
格
が
捕
虎
例
ま
た
は
例
と
も
称
さ
れ
、
少
な
く
と
も
明
命
十
五
年

ま
で
現
実
に
運
用
さ
れ
、
有
効
に
機
能
し
て
い
た
証
拠
と
し
て
、
『
篁
録
』
正
編
、
第
二
紀
、

巻
六
八
、
聖
祖
仁
、
庚
寅
明
命
十
一
年
（
一
八
三
○
）
秋
七
月
朔
秋
「
定
捕
匪
賞
格
」
、
『
明

命
政
要
』
巻
一
八
、
法
度
一
六
、
明
命
十
一
年
「
帝
謂
工
部
日
」
、
『
大
南
一
統
志
』
富
安
省
、

山
川
、
盤
石
江
「
明
命
五
年
」
の
各
条
参
照
。

側
『
篁
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
七
、
聖
祖
仁
、
丁
酉
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
冬

十
二
月
、
『
事
例
』
巻
一
七
六
、
兵
部
、
政
猟
、
捕
猟
悪
獣
、
明
命
十
八
年
の
各
条
。

卿
『
墓
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
九
○
、
聖
祖
仁
、
戊
戌
明
命
十
九
年
（
一
八
三
八
）
春

三
月
甲
戌
の
条
・

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

伽
『
篁
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
二
一
四
、
聖
祖
仁
、
庚
子
明
命
二
十
一
年
（
一
八
四
○
）

夏
六
月
の
条
・

鯛
疫
病
に
よ
る
死
者
に
郎
銭
（
三
絹
～
一
絹
）
を
給
し
た
事
例
と
し
て
、
『
宴
録
』
正
編
、

第
二
紀
、
巻
三
、
聖
祖
仁
、
庚
辰
明
命
元
年
（
一
八
二
○
）
六
月
、
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、

巻
九
五
、
聖
祖
仁
、
癸
巳
明
命
十
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月
朔
、
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、

巻
二
三
、
聖
祖
仁
、
同
年
冬
十
二
月
、
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
四
一
、
聖
祖
仁
、

甲
午
明
命
十
五
年
（
一
八
三
四
）
冬
十
二
月
、
同
書
、
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
九
九
、
聖
祖
仁
、

己
亥
明
命
二
十
年
（
一
八
三
九
）
春
二
月
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
二
、
翼
宗
英
、
戊

申
嗣
徳
元
年
（
一
八
四
八
）
六
月
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
二
○
、
翼
宗
英
、
己
未
嗣
徳

十
二
年
（
一
八
五
九
）
六
月
、
『
事
例
』
巻
六
三
、
戸
部
二
八
、
鯛
郎
二
、
給
郎
、
明
命
元

年
、
同
十
九
年
（
一
八
三
八
）
、
紹
治
三
年
（
一
八
四
三
）
等
々
の
各
条
参
照
。

㈱
玩
代
に
鉄
砲
・
火
薬
の
類
を
用
い
ず
、
權
峅
や
仕
掛
け
を
使
っ
て
虎
を
捕
殺
し
た
方
式
と

し
て
は
、
『
篁
録
』
正
編
、
第
一
紀
、
巻
二
五
、
世
祖
高
、
甲
子
嘉
隆
三
年
（
一
八
○
四
）

八
月
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
二
、
翼
宗
英
、
戊
申
嗣
徳
元
年
（
一
八
四
八
）
六
月
の

各
条
、
及
び
同
書
、
正
編
、
列
伝
初
集
、
巻
二
九
、
行
義
伝
、
玩
文
名
、
『
事
例
』
巻
一
七

六
、
兵
部
、
欧
猟
、
捕
猟
悪
獣
参
照
。

伽
『
篁
録
』
正
編
、
第
二
紀
、
巻
一
八
五
、
聖
祖
仁
、
丁
酉
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
冬

十
月
朔
冬
（
玩
春
器
の
記
事
）
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
二
、
翼
宗
英
、
戊
申
嗣
徳
元

年
（
一
八
四
八
）
六
月
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
二
○
、
翼
宗
英
、
己
未
嗣
徳
十
二
年

（
一
八
五
九
）
三
月
、
同
書
、
正
編
、
第
四
紀
、
巻
一
二
、
翼
宗
英
、
同
年
九
月
、
同
書
、

正
編
、
第
四
紀
、
巻
四
七
、
翼
宗
英
、
壬
申
嗣
徳
二
十
五
年
（
一
八
七
二
）
十
一
月
、
同
書
、

正
編
、
列
伝
初
集
、
巻
二
九
、
行
義
伝
、
枚
仕
糠
、
玩
春
器
、
玩
文
名
の
各
伝
、
同
書
、
正

編
、
列
伝
二
集
、
巻
四
二
、
行
義
伝
、
萢
文
秋
、
蘇
世
美
、
黄
日
宰
の
各
伝
、
『
事
例
』
巻

一
○
一
、
礼
部
、
風
教
、
旋
表
行
義
、
明
命
八
年
（
一
八
二
七
）
、
紹
治
三
年
（
一
八
四
三
）
、

嗣
徳
元
年
（
一
八
四
八
）
、
『
大
南
一
統
志
』
広
平
省
、
人
物
、
孝
子
、
黄
日
宰
、
同
書
、
又

安
省
、
人
物
、
孝
子
付
、
玩
春
番
、
同
書
、
清
化
省
、
人
物
、
孝
子
、
枚
士
憾
、
同
書
、
富

安
省
、
人
物
、
萢
文
秋
及
び
黎
文
沢
、
『
大
南
輿
地
志
約
編
』
巻
五
、
北
寧
省
、
玩
文
良
等
々
。

卿
『
篁
録
』
正
編
、
第
四
紀
、
巻
四
四
、
翼
宗
英
、
辛
未
嗣
徳
二
十
四
年
（
一
八
七
一
）
五

七
四
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側

英司月
、大司の

丁南篁条
卯一録･
嗣統陰
徳 志 正
二L編

十 慶 、
年和列
へ 省 伝

、二

八列集
六女、
七、巻
一黄四
三氏四
月義、
の、烈

悪妾
･焉雲
第罠
麗簔
巻黎
一氏
二女
ノミの

皇急
示､

ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
の
虎
患
に
つ
い
て
（
片
倉
穣
）

七
五


